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メタマテリアルは、バルク材料に存在しない独特の光学応答を示す新しい人工光学物質として

注目されている。なかでも、擬似的な電磁誘起透明化現象を発現する電磁誘起透明化メタマテリ

アルは、放射損失が少ない実用的なメタマテリアルとして、光アンテナ、光スイッチ、光バッフ

ァ、位相制御、偏光制御等、機能デバイスとしての応用が期待される。可視光 1)、近赤外光 2)、

THz 波 3)で応答する電磁誘起透明化メタマテリアルによるパッシブな光フィルタが報告されてい

る。当研究グループは、電磁誘起透明化メタマテリアルに微小電気機械システム（MEMS）を組

み込み、電磁誘起透明化現象をアクティブに制御する技術を開発した 4)。本稿では、MEMS 可動

式電磁誘起透明化メタマテリアルによる THz波フィルタの特性を報告する。 

 デバイスは、Silicon-on-insulator 基板を用いて MEMS 微細加工技術により製作した。Fig.1 に、

製作したデバイスのメタマテリアル部の光学顕微鏡写真を示す。可動梁上に形成された 1 本のカ

ットワイヤと、それに垂直な 2 本のペアカットワイヤが固定梁上に形成された構造でメタマテリ

アル単位構造が構成される。カットワイヤの材質は金である。櫛歯型静電アクチュエータに電圧

印可することで、可動梁上のカットワイヤが移動して固定梁上のペアカットワイヤに近づくため、

カットワイヤ間のギャップ制御により共振周波数付近でのテラヘルツ波の透過率、位相を制御で

きる。また、裏面エッチングによりメタマテリアル直下の基板を除去することで、基板による透

過率の低下や不要な干渉波形の発生を解消し、透明性の向上と不要な干渉波形の除去を実現した。

Fig.2に示すように周波数 1.832 THzの入射波(y偏光)に対して、ギャップに応じ透過率を 38.8％の

変調範囲で変えることができた。また、位相を 25.3～47.8°の範囲で制御可能なことが示された。 
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Fig.1 A part of metamaterial 

area of the fabricated device. 

 

Fig.2 Measured transmittance 

spectra of the fabricated 

device. E, H, and k are an 

electric field, a magnetic 

field, and a wave vector, 

respectively. 
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